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生命の連続性

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

１章 生物のふえ方と成長
 
 生殖の観察などを通して，生物のふえ方に
は，無性生殖と有性生殖の２つがあることを
見いだし，その違いを理解させる。また，種
子から根がのびる様子の観察や，細胞分裂の
観察を通して，生物の成長を細胞の分裂と関
連づけて捉えさせるとともに，有性生殖にお
ける減数分裂について理解させる。

生物のふえ方と成長に関する事物・現象の特
徴に着目しながら，生物のふえ方，生物の成
長と細胞分裂についての基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な観察，実験などに
関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身につけている。

生物のふえ方と成長について，観察，実験な
どを行い，その結果や資料を分析して解釈
し，生物のふえ方と成長についての特徴や規
則性を見いだして表現しているとともに，探
究の過程をふり返るなど，科学的に探究して
いる。

生物のふえ方と成長に関する事物・現象に進
んで関わり，見通しをもったりふり返ったり
するなど，科学的に探究しようとしている。

２章 遺伝の規則性と遺伝子

　生物がふえていくとき，染色体にある遺伝
子を介して親から子へ形質が伝わること，そ
してその伝わり方に規則性があることを理解
させる。

遺伝の規則性と遺伝子に関する事物・現象の
特徴に着目しながら，遺伝の規則性と遺伝子
についての基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科学的に探究するた
めに必要な観察，実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を身につけてい
る。

遺伝の規則性と遺伝子について，観察，実験
などを行い，その結果や資料を分析して解釈
し，遺伝現象についての特徴や規則性を見い
だして表現しているとともに，探究の過程を
ふり返るなど，科学的に探究している。

遺伝の規則性と遺伝子に関する事物・現象に
進んで関わり，見通しをもったりふり返った
りするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

３章 生物の種類の多様性と進化

　現存の生物や化石の比較などを通して、現
存の多様な生物は過去の生物が長い時間の経
過の中で変化して生じてきたものであること
を体のつくりと関連づけて理解させる。ま
た，生物の間のつながりを時間的に見ること
を通して進化の概念を身につけさせる。"

生物の種類の多様性と進化に関する事物・現
象の特徴に着目しながら，生物の種類の多様
性と進化についての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに，科学的に探
究するために必要な観察，実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を身につ
けている。

生物の種類の多様性と進化について，観察，
実験などを行い，その結果や資料を分析して
解釈し，生物の種類の多様性と進化について
の特徴や規則性を見いだして表現していると
ともに，探究の過程をふり返るなど，科学的
に探究している。

生物の種類の多様性と進化に関する事物・現
象に進んで関わり，見通しをもったりふり
返ったりするなど，科学的に探究しようとし
ている。

おもな評価方法 行動観察，発言，発表，パフォーマンステス
ト，レポート，探Qシート，ワークシート，
小テスト・定期テストなど

発言，発表，レポート，探Qシート，ワーク
シート，小テスト・定期テストなど

行動観察，発言，発表，小テスト（基本事項
理解の取り組み）、自己評価，レポート，探
Qシート，ワークシートなど
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（　）組（　 ）番 ・氏名（　　　　　　 ）

章の目標

各章の評価規準

As is / To be によるギャップ分析
現状を正しく把握して理想への道筋をつけるフレームワーク

創意工夫、表現、科学的思考、科学的判断、表現、知識、技能、態度

・できていること 具体案
・

・できていないこと

・その他

To be〈あるべき姿〉
・

Keyword：授業課題、ルーブリック、家庭学習、時間、新中問、集中度、


